
世田谷区高齢福祉部

介護予防・地域支援課

 認知症在宅生活サポート担当
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世田谷区の認知症施策について
  ～認知症になっても安心して自分らしく暮らせるまちを目指して～

令和７年度 認知症ケア研修



研修の内容

１．認知症を取りまく状況

２．世田谷区の取り組み
□世田谷区認知症とともに生きる希望条例・希望計画
 □認知症在宅生活サポートセンター
 □アクション講座、アクションチームなど

３．これからの認知症ケアについて
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あんしんすこやかセンター
マスコット「あんすこ君」

世田谷区の鳥「オナガ」



１．認知症を取りまく状況
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統計引用元：せたがや統計情報館ほか

～あんしんすこやかセンター「もの忘れ相談窓口」～
・認知症やもの忘れに関する相談を随時受付（R５年度９,７８７件）。

・個別の相談支援のほか、家族支援や普及啓発、地域づくり等も実施。

●人口： 9２６,１０３人 （令和７年４月１日現在）

●65歳以上人口： 1９０,４７６人 （前年より＋1,829人）

●高齢化率： 20.５７% （全国平均2９．０％）

●介護保険の要支援・要介護認定者数： 41,643人

●介護保険の要支援・要介護認定者における認知症高齢者数： 24,681人
＊介護認定を受けていない、または、若年性認知症の方は含まない。そのため、実際の認知症の方の数はもっと多い。

●地域包括支援センター（あんしんすこやかセンター）数： 28か所（委託）
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ご近所目線での様々な社会的課題

超高齢社会かつ人口減少社会

学歴社会

貧困の連鎖非寛容社会

児童養護 空き屋問題

２０４０年問題シングル社会

分断社会

格差社会

７０４０問題

無縁社会

８０５０問題

介護離職孤独・孤立

２０２５年問題

老老介護

ストレス社会 メンタルヘルス不調・精神疾患

出典：「新しい地域ネットワークの教科書」伊藤幹夫著（あさ出版）

認認介護



世田谷区
認知症とともに
生きる希望条例

（令和2年10月施行）

世田谷区民が、未来志向で取り組みを進めていく道標

「希望条例」という言葉には、

これまでの社会に残っていた認知症に対する差別・偏見をとり払い、

認知症の本人が尊厳をもって

地域で暮らすことができるようにという「思い」が込められています。
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２．世田谷区の取り組み



【第3条】
●自分らしく生きる希望を持ち、どの場所で暮らしていてもその意思と権利が尊
重され、自分のチカラを発揮しながら、安心して暮らし続けられることができる
地域を作る。

●区民、地域活動団体、関係機関および事業者が認知症に対し深い関心を持
ち、自らのことと捉え、自主的かつ自発的な参加および協働により地域との関
わりをもつことで、地域共生社会の実現を図る。
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「希望条例」の基本理念



「希望条例」で大切にしている4つの視点
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誰もが暮らしやすい

地域と社会づくり



区ホームページより、
イベント当日の様子を
動画でご覧いただけます。

■条例施行１周年記念イベント（令和３年度）
ゲスト：丹野 智文 氏（認知症希望大使） ほか

■条例施行２周年記念イベント（令和４年度）
ゲスト：蛭子 能収 氏（漫画家・タレント） ほか

希望条例 普及啓発イベント

■条例施行３周年記念イベント（令和５年度）
ゲスト：区内在住の認知症のご本人 ほか
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■条例施行４周年記念イベント（令和６年度）



世田谷区認知症とともに生きる希望条例を着実に実現していくため、 
「一人ひとりの希望及び権利が尊重され、ともに安心して自分らしく暮らせるまち、せたがや」
を目指して、認知症施策を総合的に推進することを目的として策定。
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５つの基本方針
① 本人の声を聴き、本人とともに

② ４つの重点テーマを掲げ、区をあげて

③ 小さく始めて、改善しながら、大きく広げる

④ 多世代・多分野の人たちが参加し、つながりながらともにつくる

⑤ 中・長期的に世田谷の未来像をともに思い描きながら

世田谷区認知症とともに生きる希望計画

第２期世田谷区認知症とともに生きる希望計画

（令和６年度～令和８年度）



第２期計画の目標（３年間のマイルストーン）

条例に掲げる新しい認知症の

イメージを持つ人を増やす

条例に掲げる新しい認知症の

イメージを持つ人を増やす

１

２

現状値
(令和５年度)

目標値
（R8年度）

認知症になってからも希望を

持って暮らせると思う人を増やす

認知症になってからも希望を

持って暮らせると思う人を増やす

２

本人が参画するアクションチーム

を全２８地区に増やす

本人が参画するアクションチーム

を全２８地区に増やす

３

３８．２％ ５１.４％

３５.４％

全２８地区

２４％

１４地区

10「第２期世田谷区認知症とともに生きる希望計画（令和６年度～令和８年度）」より抜粋



本人発信・社会参加の推進
 テーマ：本人の発信・参加、ともにつくる

方針

１

条例の考え方・理解を深める取組み
 テーマ：認知症観の転換

方針

２

備えの推進「私の希望ファイル」
 テーマ：みんなが備える「私の希望ﾌｧｲﾙ」

方針

３

地域づくりの推進
テーマ：希望と人権を大切に暮らしやすい地域をともにつくる

方針

４

暮らしと支えあいの継続の推進
テーマ：希望と人権を大切に暮らしやすい地域をともにつくる

方針

５

第２期（令和６～８年度）計画における取組み
方針１「本人発信・社会参加の推進」を５つの「取組み方針」の要として、
他の施策と連動しながら取組みを進めていきます。
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 世田谷区認知症在宅生活サポートセンター

認知症になっても安心して生活できる地域社会の実現に向けて、

専門的かつ中核的な役割を果たす拠点。

■開設：令和2年4月1日

■場所：世田谷区立保健医療福祉総合プラザ
（世田谷区松原６－37－10）内 1階

■スタッフ：保健師、看護師、医師、作業療法士、
精神保健福祉士、社会福祉士など

■運営体制：常勤10名＋非常勤

※希望条例の推進にあたり、区と共同事務局として取り組みに応じた事業展開を行っている。
12



３ 普及啓発・情報発信
認知症に関する情報収集、区民・関係機関
等への普及啓発・情報発信

４ 技術支援・連携強化
事例検討等を通じた在宅支援に関する
スーパービジョンの実施

５ 人材育成
あんしんすこやかセンター向けの研修、
世田谷版キャラバン・メイト養成研修

１ 訪問サービスによる
在宅支援のサポート

初期集中支援チームによる早期対応、
早期支援のサポート

２ 家族支援のサポート 家族向けの講座の実施、家族会の運営支援
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世田谷区認知症在宅生活サポートセンター ５つの機能



③一般区民向け③一般区民向け

●認知症講演会（普及啓発イベント）
●認知症を知る講座
●若年性認知症講演会
●機関誌「にんさぽだより」の発行
●認知症あんしんガイドブックの発行
（認知症ケアパス付き）
●ホームページ等での情報発信

①認知症の当事者向け①認知症の当事者向け

●認知症初期集中支援チーム事業
●もの忘れチェック相談会
●医師による認知症専門相談事業
●認知症本人交流会
●認知症カフェの運営支援、交流会

②ご家族向け②ご家族向け

●認知症家族のための「心のケア講座」
●家族のためのこころが楽になる相談
●家族会・介護者の会の運営支援、交流会

④関係機関向け④関係機関向け

●インフォーマルサービス情報誌の発行
●地域ケア会議への出席・スーパーバイズ
●認知症専門相談員連絡会・研修会
●アクション講座の開催支援
（世田谷版認知症サポーター養成講座）
●世田谷版キャラバン・メイト養成研修

世田谷区の認知症関連事業（抜粋）

あんしんすこやかセンターの
認知症に関する
後方支援も行っています！
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認知症本人交流会   

■認知症の本人やもの忘れが気になる方、
家族などパートナーが、
日々の暮らしや楽しみを語り合う場。 
年６回（奇数月）開催。

              

認知症家族のための

心のケア講座
■介護者の心身のストレスを和らげる知識や
実践法をお伝えする講座。
春と秋の年2回（1クール4日制）開催。
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介護者の会・家族会

■認知症の方や家族、地区住民

どなたでも参加・交流でき、

専門職に気軽に相談もできる場。

認知症カフェ

■認知症の方などを介護されている家族が、

介護のヒントや経験などを共有したり、

   思いを語り合う場。
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認知症を知る講座
■認知症専門医や臨床心理士が講師となって、
認知症も含めた、健やかに年齢を重ねる

「そなえ」について学ぶ講座。

年4回開催。

シニアお出かけスポット
■高齢者クラブやサロン活動、自主グループ等、

地域のインフォーマルな取組みが掲載されていま

 す。市民活動推進課が発行。



認知症の本人の声を聴き、認知症のイメージを転換しながら
自分事として地域の中で、認知症になっても自分らしく暮らしていくため
何が必要かを話し合い、実践（アクション）につなげていく講座

アクション講座（世田谷版認知症サポーター養成講座）
「認知症観の転換」や「本人発信」「地域づくり」等を推進するため講座

アクション講座受講者の認知症のイメージの変化

【講座前】
「もの忘れが激しい」
「外を徘徊する」
「自分で行動できない」 など

【講座後】
「認知症でも笑顔で暮らすことができる」
「誰もがなりうる 自分事でもある」
「認知症になってもできることがある」 など

アクションを起こすアクションチームが、少しづつ立ち上がっています！

アクション講座テキスト

みんなでアクションガイド
（左：通常版 右：小学生向け）
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認知症あんしんガイドブック

認知症に関する
様々な情報を掲載

本人の声や仲間づくりに
関する情報を掲載

相談先やサービスの
情報をまとめて掲載

認知症について知りたい方や認知症と診断された方、ご家族などに向けた3冊構成の冊子

お近くのあんしんすこやかセンターでお渡しできます

本冊 別冊 資料編
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できるだけ

早く警察に通報！

１時間以内に

発見された後、

再発防止の
備えが大切！

事例検討や

個別ケア会議等で

対応策を関係者と

ともに話し合おう！

認知症による行方不明の方への相談対応と備え



２１

「認知症の気づきチェックリスト」
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３．これからの認知症ケアについて



2023.2月 区職員向け講座 遠矢医師資料より

23



２４

共生社会の実現を推進するための認知症基本法
成立：令和 ５年 ６月１４日
施行：令和 ６年 １月 １日

第一条 （目的） ※一部抜粋

 急速な高齢化の進展に伴い認知症の人が増加している現状等に鑑み、

認知症の人 が尊厳を保持し希望を持って暮らすことができるよう、

認知症施策に関し基本理念を定め、国、地方公共 団体等の責務を明らかにし、

認知症施策推進に関する計画の策定 について定めるとともに、

認知症施策の基本事項を定めることで、認知症施策を総合的かつ計画的に

推進し、認知症の人を含めた 国民一人一人が個性と能力を十分に発揮し、

人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会（共生社会）

の実現を推進することを目的とする。 



２５

それぞれの「責務」
対 象 責 務

国民 共生社会の実現を推進するために必要な認知症に関する正しい
知識及び認知症の人に関する正しい理解を深め、
共生社会の実現に寄与するよう努める

国・地方公共団体 基本理念にのっとり、認知症施策を策定・実施する

保健医療サービス
または福祉サービスを

提供する者

国および地方公共団体が実施する認知症施策に協力するととも
に、良質かつ適切な保健医療サービスまたは福祉サービスを
提供するよう努める

日常生活および社会生活
を営む基盤となる
サービスを提供する

事業者

公共交通事業所等、金融機関、小売業者その他日常生活および
社会生活を営む基盤となるサービスを提供する事業者は、
国および地方公共団体が実施する認知症施策に協力するととも
に、そのサービスを提供するに当たっては、その事業の遂行に
支障のない範囲において、認知症の人に対し必要かつ合理的な
配慮をするよう努める



２６

これからの認知症施策のキーワード

「共生社会の実現」

「新しい認知症観」

認知症があってもなくても、認知症の方に限らず…
   外国籍の方、性的マイノリティの方、障害のある方、子育て中の方など…

全ての人が「共に生きる」社会へ

認知症になったら何もできなくなるのではなく、出来ること・やりたいことがあり、
住み慣れた地域で仲間とつながりながら、
希望を持って自分らしく暮らし続けることが出来るという考え方。

認知症の方も含めた「共生社会の実現」を進めるチカラになります。



認知症のご本人の声を大切に！
希望条例の制定以降、認知症の本人の声を発信する取組みを充実

▼
アクション講座・講演会での講演、メッセージ動画の作成、区報への掲載 など

澤田 佐紀子 さん

小・中・高等学校や特別支援学級で

30年以上、美術を教える。

60歳を過ぎた頃から

授業に困難を感じ、認知症を自覚。

貫田 直義 さん 

テレビ東京で多くの看板番組を制作。

テレビ東京アメリカ社長を退職後、

70歳でレビー小体型認知症と診断される。

区のおしらせ「せたがや」
1面に掲載されました！
（令和5年9月15日号）
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認知症の本人の声を
聞いてみましょう！



 アクション講座を一緒に受けた地域のつながりから、 

 認知症のご本人の希望を実現する動きから、

 既存の活動から･･･

 まちづくりにつながる様々な“アクション”が

 生まれています。

各地区のアクション
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２９

世田谷区の認知症に関する情報は

認知症在宅生活サポートセンターのホームページをご覧ください！

認知症在宅生活サポートセンターのHPでは

認知症に関する相談窓口や、

区内で実施されている認知症関連事業や

講演会などの情報を掲載しています。

また、各地区で実施されているアクションチー

ムの活動等の情報も掲載しております。

認知症在宅生活サポートセンター

ホームページ



 ◆本人の声を聴く／意思決定支援／パーソンセンタードケア
  ◆ストレングス（強み）をアセスメントし、いかす

         ◆潜在能力・残存能力が最大限引き出される環境づくりを支援
（活躍の場、活躍の機会を最大化）

これからの認知症ケアの在り方

「本人交流会」や「認知症カフェ」、アクションチームなど・・・

インフォーマルな活動に、ご本人と一緒に参加してみてください！

お一人での見学もお待ちしています♪

インフォーマルな地域の強みも意識してケアプランに！

３０
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